
東北大学・農学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(C)（特設分野研究）

2018～2016

実用大規模コンポスト化施設の植物病害防除機能の強化と新規微生物農薬菌株の探索

Improvement of biocontrol activity in industrial-scale composters and screening 
of microorganisms showing biocontrol activities from the composters

５０３１２６２４研究者番号：

阿部　敬悦（Abe, Keietsu）

研究期間：

１６ＫＴ０１４２

年 月 日現在  元   ６   ５

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：Burkholderia glumaeは稲籾枯細菌病を引き起こす病害菌である。大規模堆肥化施設
を用いて製造された牛糞由来堆肥は、この感染を防除する機能を有することを明かにした。その堆肥から強い防
除機能を有するChryseobacterium sp. ON_d1株を発見した。ゲノムを解析したところ新種と推定され、
Siderophore生合成遺伝子群やN-Acylhomoserine Lactonase遺伝子などバイオコントロール活性に関与すると推
定される遺伝子が見出された。また近縁のType strains 6株も同様の防除機能を有したため、この系統共通の有
益な機能であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Burkholderia glumae causes seedling rot of rice. We revealed that the 
compost from cow manure produced by a field-scale composter protects the rice from the infection. 
Additionally, we isolated Chryseobacterium sp. ON_d1 from the compost, which has strong biocontrol 
activity against the infection. The genome analysis of the strain indicates that it belongs to a 
novel species within the genus Chryseobacterium and includes N-Acylhomoserine Lactonase gene and 
Siderophore biosynthesis gene cluster that may be involved in biocontrol activity. We also found 
that other relative type strains have the same biocontrol activity against the infection, indicating
 that the taxonomic group has the beneficial function in common.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
稲籾枯細菌病は難防除の細菌性病害であり育苗期の最も厄介な病気とされ、完全に阻止する手法は確立されてい
ない。本研究は本実験で使用した実用大規模堆肥化施設から製造された牛糞堆肥の施肥及びChryseobacterium属
の一部の系統が本病害を防除できることを明かとした。本成果は本病害の防除に大きく貢献できる新たな知見で
あると同時にコンポストの機能性付与によって有機性廃棄物の資源循環促進にもつながる。












